	文節と単語


　日本語の文章は次のように分けていくことができる。
　文章→意味段落→形式段落→文→文節→単語

　　◎文節の区切り方
　　(ポイント)「ネ」を入れて区切る。
　　(例)　たくさんの人がそこに集まった。
　　　　　　　　　↓
　　　たくさんの／人が／そこに／集まった。
　※「らしい」「ようだ」「そうだ」「です」「ます」の前では文節に区切らない。
　　(例)明日は雨が降りそうだ。
　　　　　↓
　　明日は／雨が／降りそうだ。
　※「て」「で」の次では文節に区切れる。
　　(例)壁にはってある絵をみんなで見ている。
　　　　　　　↓
　　壁に／はって／ある／絵を／みんなで／みて／いる。

　◎単語の区切り方　
　単語…国語辞典に出ているような、ことばの最も小さいひとまとまり。文節よりも
　　　　細かい。
　　(例)明日は雨が降りそうだ。
　　　　　↓
　　　明日／は／雨／が／降り／そうだ。
　※「て」「で」「た」「だ」も一つの単語。
　　(例)机の上に置いてある本を読んでみた。
　　　　　　　　↓
　　机／の／上／に／置い／て／ある／本／を／読ん／で／み／た。　　
　
	文の成分



　　①主語・述語の関係
　　　述語…文の最後の文節
　　　主語…～は、～が、～も
　　　　　　　　　(主語)　　　　　　　　 (述語)

　　　(例)きのう／ 私は ／とても／早く／ 起きた 。
　　②修飾・被修飾の関係…他の文節の内容をくわしく説明
　　　　(修飾語) (被修飾語)　(修飾語)　(被修飾語)

　　　(例) 庭の ／ 花が ／ きれいに ／ 咲く 。

　　③接続の関係…つなぎことばのはたらきを持つ文節
　　　　　　　　　　(接続語)

　　　(例)風邪を／ ひいたので ／学校を／ 休んだ 。
　　④並立の関係…順番をいれかえても意味が通る関係。
　　　（例）雨と ／ 風が ／強い。
　　　　　　　
　　　　　　風と／雨が／強い。
　　⑤独立の関係…呼びかけやあいさつの文節。
           (独立語)

　　　（例）先生 、／これは／何ですか。
　　　　　
　　⑥補助の関係…「て」「で」で結ばれている関係
　　　（例）子供たちが／わらって／いる。
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